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Section 2 : 一 次 微分 形式

多様体 上 の 一次微令 形式 を 代数的 に 定義する
。

(
"

意味
"

は 後まわし )
内容 R 代数加群 準 同型

一 次微分形式



§ 2
.
1 : R代数 加君} 準 同型

Def 2.1.1 : A を 実 ベクトル 空間 と する
。

• : A × A → A を 双線型 写像 と する
一

組 ( A
,

s ) z R代数 と 呼ぶ

積



A = ( A
. 一) : 中 代数 と する

.

Def 2.1.2 : A が . . .

結合 的 ←) b) . c = a.lb.cl せ a.b.ee A )
def

単位 的 や
ヨ !
IAEA s.t.a.tt = 有 a = a

del
世 aeA)

可換 や

def a . b = b . a せa.be A )



以下 で は

A こ ( A
.

r ) を 結合的 かつ 単位的 R代数とする
。

Def 2.1.3 i V 、 実ベクトル 空間 に 以下 の 条件 II) 、 (ii). (ii)

を 満たす 双線型 写像

A × V → V (a 、
ひ ) 1→ a.ひ

が 定まっ て いる とき
、 V3 A 加郡 (A - mod ) と 呼ぶ 、

(i) (a b ) ・ひこ a. ( b . v ) に a.ba A
.

も ひく V)

(I) a) ・ ひこ a. ( 入 ひ ) ( も ae A
.

TERT ve V )
(iii) 1A ・ ひ こ ひ しも ひ EV )



Ex 2.1.4 : M : m - mfd と する
.

い) (M ) は 可換 結合的 単位的 R代数

(2) (M ) 自身 を
"

な から ピ (M ) の 元 を かける
"

繰作 により ピ(M ) -mod と みなせる
.

(3) も (M ) は GM ) - mod

ただし f E ピ (M ) 、 XE HIM ) について

北 : ピ (M) → ピ (M ) 、
h い f. (×ん )

と 定める
、



以下 V
、
W を A ・ mod と する 。

Def 2.1.5 線型 子像 中 : V → W が

A 加群準同型 ( Atom )

←」 も ac.A.tv e V
del

f (au ) = a.大ひ )

また Home ( V .
W ) : = 1 中 : V→ W 1 A - km 4

と おく
。



Bop 2.1.6 i Horn
、 ( V . W ) は 以下 の 意味 で

A - mod
.

(I) 和 i 中、 th : V → W
、 ひけ (ひ ) + (ひ )

や I ス ヤラ 一 倍 : 入中 : V → W
、
v1→ 水中 (ひ) )

(3) A 倍 : a d : V → W 、
ひ け a. い)



Ex 2.1.7 : M im - mfd と する
.

各 f e COM ) について

☒ : (M ) → ピ (MI
.
h ,→ h . f

は ピ (M ) - hom
。

逆 に 任意 の (M ) - hom 0 : ピ(M ) → (M )

について ヨ ! f f (M ) et 0 = Rf .

( Hint : f : 二 中 ( Im ) と おく )



特に
この 対応 は CN (M) から Homem ( MI

.
(MI )

へ の (M ) 加郡 同型 を 与える
。

( 一般 に 結合的 単位的 R代数 A について

A t Home ( A . A ) )
as A -mod



secfion2.2.ci?𦥯
設定 : Mi m - mfd

Def 2.2.1 i

。_
Bop 2.1.6 より (MI 加郡

で (M ) に Homem ( 米 (M ) 、
ピ(MI )

と おく
.

べ (M ) の 元 を M 上 の 一 次微分形式 と 呼ぶ
( 1 - form )



Bop 2.2.2 : 各 ft (M ) について

☆〇
df : A (M ) → ピ (M ) 、 X 1→ Xf

レポート○
は M 上 の 1 - form

Hit : ⑦ df は ① 線型
② 関数倍 を 保っ



Bop 2.2.3 : T.hr E ピ (M ) 、

⑧ d ( f . h ) = f . d ) + h )レポートの
-

Remarks、 (M) → 1
'
(M )

、
f 、→ df は

線型 だが (MI . hom で は ない

単射 で も ない し 全射 で も ない ( 後 で みる )


